
○環境報告書の記
    載情報が正確で
    あること

○環境報告書が事
    業活動の状況、
    方向性を正しく
    反映していること

不特定多数の

利害関係者に公表され、
利用されるもの

利用例

１）環境報告書の情報を
　比較検討し自己の行動
　意思決定に役立てる

２）事業者の環境経営の

　状況を知る

３）事業者の公害防止、
　あるいは自らが関心の
　ある分野についての

　取組の状況を知る

環境報告書の第三者レビューが果たす役割

環境報告書の利用
環境報告書の第三者レビュー

が果たす役割

環境報告書の
信頼性確保の
ための要件

環境報告書に記
載された情報及

びその背景にあ
る環境保全活動
は複雑であり、
これを理解する
ためには一定の
専門性が必要

第三者が
インタープ

リターとな
り、環境保
全の取組
を評価し、
コメントす
る

利用者が情報
の正確性を自ら
確認することが

困難

第三者が
利害関係
者に代わっ

て情報の
正確性を
チェックす
る

事業者が「社会」が期

待する持続可能な環境

保全型社会に向けての

行動を実行し、その方

向を指向していること

第三者レビューが果たす役割について 資料２

環境報告書の
作成者

環境情報の発信
者としての責任
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情報の正確性の第三者レビュー

　→定量的情報及び定性的
　　情報の正確性
　→報告書作成基準への準拠性

環境報告書の第三者レビューの種類と、レビュー実施のために必要な基準

環境報告書の記載情報が正確であること

環境報告書が事業活動の状況、方向性を
正しく反映していること

事業者が「社会」が期待する持続可能な

環境保全型社会に向けての行動を実行

し、その方向を指向していること

環境報告書の信頼性確保のための要件 考えられる第三者レビュー内容の整理

情報の妥当性の第三者レビュー
　→環境保全上の必要性に照ら
　　した記載情報の妥当性

環境への取組内容等に関する
第三者レビュー

　→環境保全上の必要性に照ら
　　した取組レベルの適切性

作成・開示に係る基準

レビュー実施のために必要な
基準

環境報告書の作成

○実施者の資質に
　係る基準

○実施手続きに
　係る基準

○実施結果の報告に
　係る基準

環境報告書の
第三者レビュー
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